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火
山
こ
ど
も
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
―
３
年
間
の
成
果
と
問
題
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
真
人
（
静
岡
大
教
育
）・
中
川
和
之
（
時
事
通
信
）
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過
去
３
年
間
の
学
会
主
催
の
児
童
生
徒
対
象
普
及
行
事
を
振
り
返
り
，
成
果
と
問
題
点
を
，

主
催
者
の
立
場
を
離
れ
て
レ
ビ
ュ
ー
す
る
．
こ
の
行
事
の
根
本
理
念
は
，
１
）
研
究
の
最
前
線

に
い
る
専
門
家
が
子
ど
も
の
視
点
に
ま
で
下
り
て
，
地
震
・
火
山
現
象
の
し
く
み
・
本
質
を
直

接
語
る
，
２
）
災
害
だ
け
で
な
く
，
災
害
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
自
然
の
恵
み
を
伝
え
る
，

の
２
つ
で
あ
る
（
た
と
え
ば
，
桑
原
，
1999，

科
学
）．
そ
の
他
の
特
徴
（
課
題
を
与
え
て
考

え
さ
せ
る
，
チ
ー
ム
対
抗
ゲ
ー
ム
形
式
，
情
報
の
一
方
通
行
で
な
く
対
話
を
保
つ
等
）
は
，
子

ど
も
の
好
奇
心
を
刺
激
し
つ
つ
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に
培
っ
た
手
段
で
あ
る
．
理
念
1）
は
，

と
も
す
れ
ば
形
式
主
義
・
権
威
主
義
や
誤
解
，
不
当
な
省
略
等
が
入
り
込
み
や
す
い
学
習
指
導

要
領
や
教
育
現
場
を
バ
イ
パ
ス
す
る
意
味
を
も
ち
，
理
念
2）
は
，
自
然
の
負
の
面
だ
け
へ
の

対
決
姿
勢
を
強
要
し
，
自
然
理
解
や
共
生
の
視
点
を
欠
い
た
従
来
の
防
災
教
育
の
不
完
全
性
と

限
界
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
の
意
味
と
役
割
を
担
っ
た
と
評
価
で
き
る
．
参
加
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
上
々
で
あ
る
（
佐
藤
ほ
か
，
2000，

2002，
合
同
学
会
予
稿
集
）．

し
か
し
，
こ
れ
ら
の
特
徴
を
も
つ
行
事
の
準
備
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
時
間
と
労
力
が
必
要

で
あ
り
，
理
念
を
よ
く
理
解
し
熟
練
し
た
少
数
の
ス
タ
ッ
フ
が
，
バ
ス
１
台
程
度
の
参
加
者
を

相
手
に
し
た
時
に
初
め
て
実
現
で
き
る
方
式
で
も
あ
る
．
以
上
の
実
状
を
よ
く
理
解
せ
ず
に
安

易
に
募
集
人
数
を
増
や
せ
ば
，
破
綻
す
る
か
ス
タ
ッ
フ
に
過
重
労
働
を
課
す
こ
と
に
な
る
の
は

当
然
で
あ
る
．
当
面
は
，
少
し
ず
つ
理
解
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
と
，
特
定
の
人
間
の
職
人
芸
に

頼
ら
ず
と
も
実
施
可
能
と
す
る
実
行
組
織
の
常
設
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
等
が
望
ま
れ
る
．
な

お
，
予
算
の
裏
づ
け
が
あ
っ
た
と
し
て
も
，
参
加
者
か
ら
実
費
を
徴
収
す
る
こ
と
は
健
全
な
収

支
決
算
の
基
本
で
あ
り
，
信
用
を
得
る
結
果
に
つ
な
が
る
点
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
．

年
月
日

名
称

主
催
（
協
力
）
後
援

協
賛
・
助
成

会
場

日
数

参
加
費

参
加
者

実
行
委
員
・
ス
タ
ッ
フ

野
外
見
学

実
験
（
担
当
者
）
講
義
（
講
師
）

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

第
１
回

1
9
9
9

8
.2
0
-2
1

地
震
火
山

こ
ど
も

サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル

「
丹

断
層
の
ひ
み

つ
」

日
本
地
震
学
会

日
本
火
山
学
会

岡
県

岡
県
教
委

函
南
町

函
南
町
教
委

函
南
町
農
村

環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
，
函

南
町
中
央
公

民

日
帰
り
×
２

（
２
日
目
は

シ
ン
ポ
の

み
）

2
5
0
0
円

（
資
料
代
，

実
験
材
料

費
，
保

料
，
昼

）
会
場
ま
で
の

交
通
費
は
参

加
者
負
担

バ
ス
１
台

5
チ
ー
ム

主
と
し
て
地
元
と

県
の
小
5
~

3
2
2
名
（
１
日
目
ス

ク
ー
ル
）

小
山
真
人
（
委
員

）
，
桑
原
央
治
，
山
崎

晴
雄
，
中
川
和
之
，
岡
本
義
雄
，
数

達
也
，
中
丸
明
子
，
早
川
由
紀
夫
，
山
岡
耕

春
，
相
原
延
光
（
以
上
委
員
）
，
武
村
雅

之
，

島
晃
，
宮
嶋

次
，
川
端
信
正
，
函

南
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育

（
以
上
現
地

ス
タ
ッ
フ
）

断
層
地
形
・
火
山

地
形
遠
望
（
伊

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
玄

岳
駐
車
場
）

丹
断
層
公
園
で

の
ず
れ
観
察

小
麦
粉
断
層
模
型

実
験
（
相
原
）

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
液

状
化
実
験
（
中

丸
）

強
震
動
（
武
村
）
，
地
震

と
活
断
層
（
山
崎
）
，
火

山
（
小
山
）
に
つ
い
て
の

講
義
（
１
日
目
）

活
断
層
（
山
崎
）
，
地
震

（
山
岡
）
，
火
山
（
小

山
）
に
つ
い
て
の
講
演

（
２
日
目
）

開
講
式

自
己
紹
介
ゲ
ー
ム

チ
ー
ム
対
抗
カ
ー
ド
集
め

参
加
者
お
よ
び
講
師
代
表

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

記
念
写
真

認
定
証
授
与
式

第
２
回

2
0
0
0

8
.2
6
-2
7

地
震
火
山

こ
ど
も

サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル

「
有
珠
山

ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
」

日
本
地
震
学
会

日
本
火
山
学
会

土
屋
生
涯
福
祉

基
金

壮
瞥
町
公
民

（
1
日

目
）
，

田
小
学
校
（
２

日
目
）

日
帰
り
×
２

（
１
日
目
と

２
日
目
で
参

加
者
入
れ
替

え
）

無
料
（
会
場

ま
で
の
交
通

費
は
参
加
者

負
担
）

バ
ス
１
台

7
チ
ー
ム
（
1
日
目
）

5
チ
ー
ム
（
2
日
目
）

主
と
し
て
地
元
の

小
5
~

3
4
0
人
（
１
日
目
）

1
9
人
（
２
日
目
）

橋
正
樹
（
委
員

）
，
宇
井
忠
英
，
岡
田

弘
，
桑
原
央
治
，
数

達
也
，
宮
嶋

次
，

三
松
三
朗
（
以
上
委
員
）
，
相
原
延
光
，
岡

本
義
雄
，
小
山
真
人
，
佐
藤
明
子
，
中
川
和

之
，
本
間
宏
樹
，
伊
藤
晋
（
以
上
現
地
ス

タ
ッ
フ
）

有
珠
山
遠
望
（
サ

イ
ロ
展
望
台
，
珍

小
島
）

小
麦
粉
マ
グ
マ
流

出
実
験
（
宮
嶋
）

軽
石
・
火
山
灰
肉

眼
観
察
（
相
原
）

火
山
灰
顕
微

観
察
（
相
原
）

火
山
と
マ
グ
マ
（

橋
）
，
噴
火
様
式
と
堆
積

物
（
小
山
）
，
昭
和
新
山

と
三
松
正
男
（
三
松
）
，

火
山
の
恵
み
と
災
害
（
岡

田
，
宇
井
，
三
松
）

開
講
式

自
己
紹
介
ゲ
ー
ム

チ
ー
ム
対
抗
カ
ー
ド
集
め

参
加
者
お
よ
び
講
師
代
表

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

記
念
写
真

認
定
証
授
与
式

第
３
回

2
0
0
1

7
.2
0
-2
2

2
0
0
1
地

震
火
山
世

界
こ
ど
も

サ
ミ
ッ
ト

日
本
地
震
学
会

（
キ
ュ
ー
ネ
ッ

ト
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

(株
)，
日
本
火

山
学
会
）

内
閣
府

総
務
省
消

庁
文

科
学
省

東
京
東
京

大
島
町

財
団
法
人
車
両

競
技
公
益
資
金

記
念
財
団
，
国

際
ロ
ー
タ
リ
ー

全
日
本
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
，

（
株
）
キ
ュ
ー

ネ
ッ
ト
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ズ

大
島
町
開
発

総
合
セ
ン

タ
ー
，
伊

大
島
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ

ス
，

立
大

島
校

2
泊
3
日

無
料
（
熱
海

港
・
東
京
港

ま
で
の
交
通

費
の
み
参
加

者
負
担
）

バ
ス
４
台

2
0
チ
ー
ム

小
5
~

3
　
1
6
3
名

伊
七
島
を
中
心
と

し
，

県
お
よ
び
最

の
地
震
・
火
山
災

害
の
被
災
地
域
の
児

童
が
中
心
．
海
外
か

ら
も
6
名
参
加

入
倉
孝
次

（
委
員

）
，
小
川
雄
二

，
片
山
恒
雄
，
廣
井
脩
，
藤
井

男
（
以
上
委

員
）
，
桑
原
央
治
，
村
上
智
子
，
中
川
和

之
，
伊
藤
和
明
，
渡
辺
秀
文
，

橋
正
樹
，

小
山
真
人
，
平
田
直
，
川
邊
禎
久
，
山
崎
晴

雄
，
山
岡
耕
春
，
武
村
雅
之
，
橋
本
学
，
安

井
真
也
，
数

達
也
，
佐
藤
明
子
，
前
田
哲

良
，
中
島
健
，
南
島
正
重
，
荒
井
賢
一
，
小

村
隆
史
，
大
島
町
役
場
総
務

災
係
（
以

上
現
地
ス
タ
ッ
フ
）

地
層
大
切
断
面
，

波
浮
港
，
筆
島
，

温
泉
ホ
テ
ル

頭
テ
フ
ラ
断
面
，
三

原
山
遠
望
，

1
9
8
6
年
Ｃ
火
口

列
，
差
木
地
テ
フ

ラ
断
面
，

根
岬
，
元
町
1
9
8
6

年
Ｃ
溶
岩
流

小
麦
粉
マ
グ
マ
流

出
実
験
（
宮
嶋
）

ゼ
リ
ー
岩
脈
形
成

実
験
（
相
原
）

ハ
ン
デ
ィ
ー
Ｇ
Ｐ

Ｓ
宝
探
し
（
橋

本
，
山
岡
）

活
断
層
（
山
崎
）
，
強
震

動
（
武
村
）
，
伊

大
島

火
山
（
小
山
，
川
邊
，
山

岡
，
橋
本
，

橋
）

開
講
式

自
己
紹
介
ゲ
ー
ム

チ
ー
ム
対
抗
カ
ー
ド
集
め

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

参
加
者
お
よ
び
講
師
代
表

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
つ
き
）

サ
ミ
ッ
ト
宣

認
定
証
授
与
式


